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　現在の医療は専門化が著しく進み、専門外のことに非常に疎くなりつつ
ある。医療に携わる者としては、個々の専門分野以外に広く医療全体の概
略を把握しておく必要がある。そこで医療従事者が知っておくべき基本的
な重要である項目「医学とは何か、医療制度と保険制度、医療法制と医療
事故、医療現場の現況、病院経営とリスクマネージメント、チーム医療の
実際等」を概説し、その実際を学ぶ。
　医療倫理はヒポクラテスの時代から唱えられているが、最近の医療の進
歩に伴い、その重要性はますます高まっている。本特論では①インフォー
ムドコンセント、②臨床試験の倫理、③動物実験の倫理、④脳死と臓器移
植、⑤緩和ケアの倫理、⑥災害医療の倫理、⑦告知、⑧チーム医療の倫理、
⑨生殖医療の倫理など、さまざまな医療倫理の課題について、現場の事例
も交えて議論を深めるとともに、医療倫理的思考に基づいて自分自身で適
切な判断ができるという博士課程の学生に求められる能力を養う。
　再生医療は夢の治療なのか、現状はどうなのか、再生医学の臨床応用と
いう見地から講述し、学生諸君とともに考えながら、再生医学の本質に迫っ
ていく。再生医学の誕生の発端、その歴史的経過、再生医学の現状、再生
医学の将来展望を述べ、この新しい医療法と既存の治療法、つまり臓器移
植や人工臓器との比較も行う。また、再生医療とそれを補完する医学、再
生科学についても言及する。この講義を通じて、医療科学はどうあるべき
か、という命題についても、学生諸君と語り合う。
　医療情報学は、医療で発生する情報や医学知識 ( 医療情報 ) と、これを
扱うための理論・技術・技法 ( 情報処理学 ) からなる。情報科学 ･ 工学、
数理科学などの理論や技術を医学医療分野に応用して、医療現場で直面す
る問題を解決すること、および情報処理学を基盤として医学における未知
の情報や知識を推測 ･ 検証し、新たな知識を導くことである。この特論で
は医療情報学で対象とする代表的な問題を取り上げ、それに対応するため
の理論や技術、技法を学ぶとともに、諸問題に具体的に対応するための情
報学的思考を養う。
　医学・医療分野では決定論的な結論を導くことが困難な場合には、デー
タを統計的方法で分析して結論を求めることが多い。本講は既に学部で基
礎統計学を学んだことを前提により深く、統計基礎と医学応用を中心に学
ぶ。基礎では、確率変数と分布、大数の法則、中心極限定理、近似表現、
推定理論と検定理論にスポットを当て、統計の考え方を理解することに重
点を置く。医学応用では、標本の大きさデザイン、分散分析 ANOVA、臨
床試験と疫学における利用について理解する。医学・医療で使う統計手法
を理論と応用の両面から修得する。
　放射線生物学全般を理解し、放射線治療の臨床への応用について学ぶ。
近年の医療物理及び工学的進歩に伴い、放射線治療が高精度化、複雑化、
多様化している。このような状況下で、本講義では、放射線医学者及び放
射線技術科学者としてがん治療に貢献する能力を身につけ、さらに放射線
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治療に関連する様々な臨床及び基礎研究を遂行する能力を身に付けること
を目的とする。そのために、以下内容について総合的に学習する。放射線
生物学一般、放射線腫瘍学一般、放射線免疫学に関する理解を深める。
　現代の医療は様々な職種の医療従事者が連携して業務に当たっている。
この医療チームの間で互いの業務について理解を深めることは、医療の質
を高め、また医療事故を防止する上で重要である。心臓手術の場合、執刀医、
麻酔科医、手術室専属看護師、臨床工学技士、診療放射線技師、薬剤師が
連携して手術に当たり、術後管理の際に理学療法士、管理栄養士がチーム
として加わる。これらの医療従事者で共有される、患者の血液検査データ、
画像診断データ、生化学検査データ、投与薬剤などについて学ぶ。
　次の項目の概説を通して、医療福祉学の現状を把握できるようにする。
1. 現代社会と医療福祉 2. 相談援助と医療 3. 地域福祉と医療の理論と方法 
4. 福祉行政と医療福祉計画 5. 医療福祉サービスの組織と経営 6. 社会保障
と医療 7. 高齢者福祉と医療 8. 障害者福祉と医療 9. 児童・家庭福祉と医療 
10. 低所得者福祉と医療 11. 権利擁護と医療 12. 社会福祉調査と医療
　下記項目の概説を通して西洋医学に不足する東洋医学の 21 世紀の全人
的医療を学ぶ。1) 東洋医学の歴史、2) 東洋医学的哲学とそれに基づく東洋
医学的診断、3) 薬物学（方剤学・生薬・薬理・剤形）、4) 疾患別使用漢方
薬（適応と禁忌）、5) 物理療法学（鍼灸 / 指圧・経絡・経穴・治療法）、6) 
疾患別使用経穴（適応と禁忌）、7) 世界の伝統医学　8) 日本の相補代替医療、
9) 統合医療・中西医学に関する原著論文の輪読、10) 東洋医学の西洋科学
的実証に関する原著論文の輪読。
　薬理学とは、薬と生体との相互作用の結果起こる現象を研究する科学で
あり、その目的は薬物の作用、作用機序、治療的応用性などを明らかにす
ることによって、薬物治療における適切な医薬品の選択、適正な用法の基
礎を与えること、および有用性のより高い医療品を生みだすための指標を
提供し医薬品の進歩に貢献することである。本特論では特にがん化学療法
に重点を置き、薬と生体の両面にわたる分子レベル、細胞レベル、個体レ
ベルでがん生物学、抗がん剤、分子標的薬剤等について総括的に考察する。
　光学顕微鏡用の生物材料固定・包埋・標本作製、免疫染色法（蛍光染色、
ABC 染色、PAP 染色）、光学顕微鏡の機構と使用法、蛍光顕微鏡の機構と
使用法、透過型電子顕微鏡用の試料作製法 ( 固定・包埋 )、透過型電子顕微
鏡用切片作製法、透過型電子顕微鏡の機構と使用法、免疫電顕法（DAB 法、
金粒子法）、In Situ Hybridization 法の基本原理（RNA プローブ、オリゴ
プローブ）について講義を行い、生物分野の重要な解析手段である形態学
的アプローチの適用、限界、可能性について講義を行う。
　検査データの解釈時に利用される基準範囲・病態識別値・カットオフ値
の特徴、外部及び内部精度管理法による検査結果の品質保証の仕方を説明
する。さらに、各種疾患の診断及び治療経過を追う上でどのような臨床検
査が実施され、得られた検査結果がどのように解釈されるかなどを、検査
全般に亘って解説する。
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臨床化学検査の標準化体系を紹介し、今日の臨床検査の精度が国際的にど
のようにして保証されているかを説明する。そして、血清や尿中の糖・脂
質・含窒素成分・酵素・無機質・電解質など種々の成分の定量法を説明し、
分析前及び分析時に発生する問題点を解説する。
クワシオコール、マラスムスといった重度低栄養状態にある発展途上国の
子供たちは免疫力が低く各種感染症に罹り易いことが知られている。先進
国において大きな問題となっている 2 型糖尿病（高血糖状態）になると免
疫力が低下して感染症に罹り易くなり、また急速に重症化することも広く
知られている。さらに栄養成分が免疫疾患である食物アレルギー引き起こ
すこともあり、栄養と免疫が深くかかわることは明らかである。本講義で
はこの栄養と免疫とのかかわりについてマクロ及びミクロの両視点から解
説する。
ビタミン A や D は核内受容体に結合し，これらのホルモン応答配列をも
つ多くの遺伝子の発現を調節することにより様々な生命現象に影響を与え
る。また、ヒトゲノム全体に 300 万から 1000 万個存在すると推定されて
いる一塩基置換（SNP）は生活習慣病の罹患率に深く関わっていることが
知られている。この様に栄養と遺伝子は深く関わり生体の生理や病態に大
きな影響を及ぼしている。本講義ではこの栄養と遺伝子とのかかわりにつ
いて、将来予防医学の中核をなす個人対応栄養（テーラーメイド栄養）を
含め分子レベルで解説する。
　臨床画像診断には多くのモダリティが用いられている。そのいくつかに
ついて臨床画像の病変の所見を認識する事を学習する。正常像と病変がど
のように抽出されるかを学び、同時に読影に有用な情報をいかに多く画像
に持たせる検査をするかについても学習する。
　診療放射線技師として果たすべき役割は、技術の提供のみならず、放射
線に対する適正な知識啓蒙活動や、医療機器の安全管理、患者への検査に
関する説明など多岐にわたる。本講義においては、機器管理、放射線安全
管理のほか、診療放射線技師の歴史、医療専門職種としての倫理およびコ
ミュニケーション法について学習し、医療チームの一員を構成しうる、ま
た診療放射線技師として指導的役割を担える診療放射線技師の育成を目指
す。
　Ｘ線画像、CT 画像や MRI 画像などの医療画像を対象として、ディジタ
ル画像処理の方法について講義する。具体的には画像処理に必要な数学的
準備、画像の数学的表現、画像標本化と量子化、階調変換、空間周波数の
概念、直交変換、フィルタリング処理、セグメンテーションなどである。
医療画像処理といっても、基本となる概念や手法はいずれも一般性の高い
ものがほとんどであり、受講者が本講義を修得することで、その知識と画
像処理技術を将来様々な場面で応用できることを目的とする。
　本講義は、診断に利用する医療画像について、CT や MRI などの画像入
力機器からの画像データ入力から各種の処理アルゴリズム、処理手法と表
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示方法を理解することを目的としている。画像情報処理は基本となるディ
ジタル画像処理の方法について数学的な表現からアルゴリズムまで講義す
る。具体的には画像圧縮、カラー画像処理、ウエーブレット変換、CT や
MRI の画像再構成と三次元画像表示などを講義する。また、ソフトウエア
MATLAB と Image Processing　ToolBox を利用して、実地にデジタル画
像処理技術の基礎を学ぶ。
　医療情報システムの運用管理を行う専門職には、進展の著しい ICT を有
効かつ的確に活用し、診療情報を処理する能力が求められている。本講義
では、医療分野のシステムを支える ICT 技術の基礎と応用について学習す
る。その内容は、コンピュータの基礎（情報の処理と表現、論理演算、ハー
ドウェア構成、OS の機能、データ構造とアルゴリズム、プログラミング、
ネットワーク技術等）、および、医療情報の電子流通に関連する技術（医
療記録の電子化・標準化、セキュリティ・暗号化技術等）である。
　臨床画像診断には多くのモダリティが用いられている。そのいくつかに
ついて臨床画像を用いてどのような情報が得られるか、画像に含まれる情
報を多くするための技術、検査法の適応等につき学習する。また、画像を
作るための基礎的な情報、臨床画像を用いた研究方法についても学習する。
　本演習では、様々なモダリティの医療画像を用いて、画像処理プログラ
ミングの基礎を習得する。具体的には、以下の内容を順次進めていく。①
様々な医療画像の入出力プログラミングの作成、②画像処理の基本となる
フィルタ処理プログラミングの作成、③対象に応じた画像処理技術の選択
および組み合わせ、また、画像診断において注目されているコンピュータ
支援診断（Computer-Aided Diagnosis）にも触れ、画像処理が臨床にどの
ように応用されているか言及する。
　放射線治療において、治療効果を上げるための方法について学習する。
癌の疫学、放射線治療の基礎、治療機器および放射線影響に関する知識の
ほか、放射線治療の医療の質の向上および医療安全の確保を担保するため
の治療法と技術（頭頸部〜腹部腫瘍）について学習する。
　（Ｉの続きとして、）医療の質の向上および医療安全の確保を担保するた
めの放射線治療法と技術（下腹部〜皮膚、神経系、他腫瘍、緩和治療およ
び良性疾患に対する照射法）について学習する。また、放射線治療におけ
る今後の展望について学習する。
　臨牀、画像診断、画像撮影技術など基礎的知識を取得したコメディカ
ル（非医師）の臨床現場での更なる役割は、医療チームメイトとして参加、
発言することである。コメディカルの立場上最低限知るべき知識について
学ぶ。四肢骨軟部腫瘍に関して、疫学、病態、症状、診断、治療法（内科的、
外科的）予後、特に診断技術・診断に関しては臨床症状、病態との関連性、
整合性について、case conference を重視したディスカッションを元に基本
的知識の確認と更なる発展的研究の礎を学ぶ。
　（基礎腫瘍学特論 I の続き）内胚葉系（内臓）腫瘍に関して、脳腫瘍の良
性腫瘍、悪性腫瘍の臨床像、疫学、画像診断・読影、治療、予後、など。
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胸郭部内悪性腫瘍（肺癌、食道癌）良性腫瘍に関して、疫学、病態、臨床
症状、診断、治療法、予後、など。上腹部腫瘍（胃、肝臓、胆嚢、すい臓、
腎臓）に関して、病態、臨床像、診断、治療、予後、など。下腹部腫瘍（膀
胱､ 子宮､ 卵巣､ 男子生殖器）に関して、疫学、病態、臨床像、治療、予後、
などについて学ぶ。
　研究は計画し実行して最後にその成果を公表して完結する。公表の 1 つ
の方法で最も一般的な方法は論文である。指導教員の下で一連の研究を実
践しその成果をまとめ、その結果の評価について考察して、論文作成を行
う。科学論文の作成には一定のルールがある。投稿論文と学位論文は違う
し、投稿論文も原著論文・総説・症例報告などいくつかあって必ずしも同
じではない。そのルールについて実践を通して学ぶ。文献検索から始まっ
て出来た論文の投稿先の検討や受理してもらえるためのテクニックまでを
学ぶ。
　在学期間を通して少なくとも４回、大学院担当教員と全大学院生を対象
とした発表会でプレゼンテーションを行う。２回は指導教員の指導の下で、
博士論文研究にかかわる原著論文または総説（英文が望ましい）を選び、
その内容を紹介する。あとの２回は博士論文研究の計画・進捗状況・研究
結果・考察等について報告する。全学生の必修とする。
　在学期間を通して指導教員の下で調査や実験を中心とした研究を行い、
その成果を博士論文としてまとめて発表する。研究課題は、各自の主分野
及び分野共通の大学院担当教員の指導研究課題リストの中から選択し、入
学願書に希望を申告する。指導教員と研究課題が決まらない場合、入学は
認められない。大学院担当教員と全大学院生を対象とした発表会での発表
をもって博士学位論文の審査とする。全学生の必修とする。

科学論文技法

医療科学輪講Ⅱ

医療科学特別研究Ⅱ
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